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阿部多摩市長から表彰状授与 

(当地域支部会員・岩永市議会議長が

来賓として出席) 

                         

                                 

新
春 

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

 

平
成
最
後
の
年
を
迎
え
た
本
年
１
月

12
日(

土)

、
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
小
ホ
ー
ル

に
て
「
明
治
大
学
校
友
会
マ
ン
ド
リ
ン
倶

楽
部
Ｏ
Ｂ
会
メ
モ
リ
ア
ル
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
一
時
小
雪
の
舞
う

寒
い
一
日
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
会

場
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。 

開
演
に
先
立
ち
、
明
治
大
学
校
友
会
多

摩
市
地
域
支
部
・
中
山
雅
雄
支
部
長
か
ら

｢

校
友
会
の
目
的
の
一
つ
に
、
活
動
を
通

じ
地
域
の
皆
さ
ん
へ
貢
献
す
る
と
い
う
大

き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。
明
治
大
学
が
誇

る
伝
統
と
品
格
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

心
行
く
ま
で
楽
し
ん
で
頂
き
た
い｣

旨
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
我
ら
が
明
治
大
学
校

歌
で
始
ま
っ
た
。
第
１
部
は
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
で
聴
く
マ
ン
ド
リ
ン
サ
ウ
ン
ド
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ロ
シ
ア
民
謡
メ
ド
レ
ー
な

ど
、
思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
が
次
々
と
続
い

た
。
第
２
部
は
不
滅
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
。

「
影
を
慕
い
て
」
の
哀
愁
漂
う
調
べ
に
う

っ
と
り
と
酔
い
し
れ
、「
誰
か
故
郷
を
思

わ
ざ
る
」
の
調
べ
で
故
郷
に
思
い
を
馳
せ

た
。
美
空
ひ
ば
り
の
曲
に
は
昭
和
の
歌
姫

の
姿
が
瞼
に
浮
か
ん
だ
。 

ア
ン
コ
ー
ル
曲
は「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

他
。
最
後
ま
で
聴
き
応
え
が
あ
り
、
会
場

は
拍
手
喝
采
。
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
、

多
摩
市
で
初
め
て
開
催
し
た
当
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
余
韻
に
包
ま
れ
て

大
成
功
で
終
了
し
た
。 

な
お
、
来
場
者
は
296
名
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
174
名
の
回
答
が
あ
り
、
84
％
の

方
に
大
変
良
か
っ
た
と

の
感
想
を
頂
い
た
。 

（
来
場
者
の
声
） 

 
♪
曲
毎
に
説
明
が
あ
り
、

大
変
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。 

♪
司
会
の
方
が

上
手
で
し
た
。 

♪
知
っ
て
い
る
曲
が
多
く
素

晴
ら
し
い
演
奏
で
、
次
回
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

♪
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
は
、
さ
す
が
に
余

裕
の
音
と
円
熟
味
の
あ
る
演
奏
で
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
♪
若
い
時
に
（
中
略
）
心
が

折
れ
そ
う
な
時
も
聞
い
て
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
感
動
し
ま
し
た
。 

 

 
 市

民
表
彰
受
賞 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

明
治
大
学
校
友
会
多
摩
市
地
域
支
部

副
支
部
長
の
榊
つ
き
み
さ
ん
。平
成
28
年

12
月
に
小
池
都
知
事
よ
り
「
東
京
都
青

少
年
育
成
協
力
者
等
感
謝
状
」
を
、
団
体

を
代
表
し
て
受
賞
（
詳
細
は
紫
紺
10
号
）。

さ
ら
に
こ
の
度
、市
政
の
振
興
に
寄
与
し
、

市
民
の
福
祉
増
進
に
尽
く
し
た
功
績
に

対
し
「
多
摩
市
市
民
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 
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リバティタワー 

インタビューに答える 

事務長 幕 内 達 二 氏 

多摩市地域支部ホームページ 

http://meijikoyu-tamashi.jimdo.com/ 

会員登録・行事への参加申し

込みはＨＰからもできます。 

明治 多摩市地域支部 

   

平
成
30
年
７
月
１
日(

日)

立
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
「
明
治
大
学
校
友
会
東

京
都
多
摩
支
部
第
15
回
定
時
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
支
部
か
ら
約

250
名
の
校
友
が
集
い
、
当
地
域
支
部
か

ら
も
７
名
が
参
加
。
総
会
終
了
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

て
元
気
一
杯
、
と
て
も
盛
大
で
し
た
。 

次
回
第
16
回
定
時
総
会
は
、
本
年
７

月
７
日(

日)

、
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
。
当
地
域
支
部
が
実
行
委
員
を
務
め
ま

す
。 お

い
し
い
料
理
と
青
春
の
思
い
出
に
、

会
話
が
弾
み
ま
す
。
多
摩
市
校
友
会
の
皆

様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
女

性
会
員
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

    

明
大
校
友
は
元
気
が
い
い 

 

明
治
に
対
す
る
思
い
が
熱
い 

【
明
治
は
一
つ
】
を
大
き
く
す
る 

た
め
に
さ
ら
に
ご
支
援
を
!! 

 

11
月
６
日(

火)

、
お
茶
の
水
・
紫
紺

館
の
明
治
大
学
校
友
連
携
事
務
室
を
訪

ね
、
校
友
担
当
窓
口
の
責
任
者
で
あ
る
幕

内
達
二
事
務
室
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。 

          

(

現
在
の
役
職
は
何
時
か
ら
で
し
ょ
う
か) 

２
０
１
６
年
か
ら
で
す
か
ら
、
今
年
で

３
年
目
に
な
り
ま
す
。 

(

入
職
は
何
年
で
す
か) 

１
９
８
５
年(

Ｓ
60
年)

に
入
職
し
ま

し
た
。
明
大
政
経
学
部
卒
。
高
校
は
明
大

中
野
で
す
。 

(

正
確
な
卒
業
者
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い) 

卒
業
生
の
総
数
は
約
56
万
人
、
住
所

判
明
者
は
約
34
万
人
で
す
。
こ
の
34
万

人
と
い
う
人
数
は
全
大
学
中
で
ト
ッ
プ
だ

と
思
い
ま
す
。
大
学
が
、
卒
業
後
の
住
所

の
迅
速
な
把
握
に
努
め
、
毎
年
住
所
確
認

定
期
便
を
発
信
し
て
い
る
こ
と
に
預
か
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
時
間
が
経
て
ば
経

つ
ほ
ど
住
所
の
把
握
が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

(

校
友
連
携
事
務
室
の
組
織
は 

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
下
さ
い) 

デ
ー
タ
班
と
校
友
会
班
の
二
つ
の
班

を
設
け
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
班
は
校
友
の

住
所
管
理
が
業
務
で
す
。 

校
友
会
班
は
校
友
会
関
係
業
務
で
、
職

員
は
13
名
で
す
。
主
要
な
業
務
は
、
５

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
支
部
総
会
並
び

代
議
員
総
会
関
係
、
９
月
の
全
国
校
友
会

関
係
、
そ
れ
に
10
月
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
関
係
の
支
援
や
主
催
で
す
。 

今
年
の
全
国
校
友
大
会
は
、
９
月
30

日(

日) 
に
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
石
川

県
大
会
で
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
10
月
28
日(
日)
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
卒
後
60
年
に
な
る
１
９
５
８
年

卒
を
筆
頭
に
、
１
９
６
８
年
卒
、
１
９
７

８
年
卒 

、
１
９
８
８
年
卒
、
１
９
９
８

年
卒
、
２
０
０
８
年
卒
の
卒
業
生
を
招
待

し
、
４
，
６
０
０
余
名
の
方
々
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
場
な

ど
は
超
満
員
で
し
た
。 

(

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す) 

日
常
多
く
の
校
友
に
お
会
い
し
て
感
じ

る
こ
と
は
、明
大
の
校
友
は
元
気
が
い
い
、

そ
し
て
【
明
治
】
に
対
す
る
思
い
が
熱
い

と
い
う
こ
と
で
す
。 

支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
若

い
人
、
女
性
を
も
っ
と
取
り
込
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。【
明
治

は
一
つ
】
を
大
き
く
す
る
た
め
に
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。 

(

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た)  

(

取
材
／
菊
池 

武
信) 

 

   

一
、
新
年
会
開
催 

平
成
31
年
１
月
19
日(

土)

12
時

よ
り
、
多
摩
市
乞
田
426
Ｋ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
６

Ｆ
会
議
室
に
於
い
て
、
会
員
18
名
参
加

の
も
と
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

藤
川
幹
事
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
中

下 

期 

活 

動 

報 

告 

多
摩
支
部
第
15
回
定
時
総
会 

 

校
友
連
携
事
務
室
事
務
室
長

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
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膨大な捜査手記の一部 

山田 朗 明大文学部教授の講演 

応援部チアリーディング 

山
支
部
長
の
年

頭
挨
拶
に
続
い

て
、
伊
東
副
支

部
長
に
よ
る
乾

杯
の
音
頭
で
宴

は
始
ま
り
ま
し

た
。 し

ば
ら
く
料

理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
和
や

か
に
懇
談
し
た

後
、
久
し
振
り

に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
近
況
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
ノ

ド
を
鳴
ら
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
菊
池
副
支
部
長
の
中
締
め
、
上

春
幹
事
の
指
揮
に
よ
り
校
歌
斉
唱
、
と
続

き
、
新
し
い
１
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
、
登
戸
研
究
所
と
帝
銀
事
件 

伊
東 

勝
義(

Ｓ
35
商) 

帝
銀
事
件
の
真
相
は
？ 

皆
さ
ん
帝
銀
事
件
覚
え
て
い
ま
す
か
？

昭
和
23
年
１
月
26
日
、
帝
国
銀
行
椎
名

町
支
店
で
発
生
し
た
毒
殺
事
件
で
、
12

名
が
死
亡（
４
名
生
存
）し
た
事
件
で
す
。 

 

犯
人
は
逮
捕
さ
れ
（
既
に
死
亡
）
死
刑

判
決
が
確
定
し
て
い
ま
す
が
、
20
回
も

再
審
請
求
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

件
に
関
し
て
、
明
大
平
和
教
育
資
料
館
主

催
に
よ
る
「
登
戸
研
究
所
と
帝
銀
事
件
」

の
企
画
展
示
会
が
資
料
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

12
月
1
日(

土)

、
当
地
域
支
部
か
ら

は
6
名
が
参
加
し
、
久
し
振
り
に
難
し

い
法
律
、
心
理
学
、
裁
判
等
に
つ
い
て
真

剣
に
聴
講
し
ま
し
た
。
講
演
は
、
犯
人
平

沢
貞
通
老
は
無
罪
で
は
な
い
か
と
考
え
る

立
場
か
ら
「
自
白
を
巡
る
諸
問
題
」
に
つ

い
て
弁
護
士
の
酒
田
芳
人
氏
、
高
校
生
の

時
か
ら
死
ぬ
ま
で
平
沢
老
を
見
守
っ
た
細

川
次
郎
氏
、
心
理
学
的
見
地
か
ら
、
専
門

家
の
山
本
登
志
哉
氏
が
行
い
ま
し
た
。 

当
時
支
店
で
使
用
さ
れ
た
名
刺
か
ら

平
沢
老
、
そ
し
て
毒
殺
に
使
用
さ
れ
た
青

酸
薬
物
の
線
か
ら
、
戦
中
製
造
し
て
い
た

登
戸
研
究
所
等
に
関
係
し
た
医
学
知
識

の
あ
る
旧
軍
人
の
二
人
が
疑
わ
れ
ま
し
た

が
、平
沢
老
が
犯
人
と
断
定
さ
れ
ま
し
た
。 

結
局
、
再
審
毎
に
出
さ
れ
る
新
し
い
証

拠
も
不
十
分
で
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
は
本
人
も
、
又
裁
判
を
引
き
継
い
だ
息

子
も
死
亡
し
、
新
た
な
展
開
も
無
理
な
状

況
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

三
、
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
対
抗
戦 

「
明
早
戦
」
観
戦 

 

大
学
ラ
グ
ビ
ー
対
抗
戦
の
最
終
戦
、
優

勝
を
か
け
た
伝
統
の
「
明
早
戦
」
は
、
明

治
27
：
早
稲
田

31
で
惜
敗
。
勝

て
ば
優
勝
だ
っ

た
が
、
５
勝
２

敗
に
終
わ
っ
た
。

結
果
、
大
学
選

手
権
出
場
枠
は

明
治
が
４
位
扱
い
と
な
り
、
大
学
選
手
権

は
３
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た
。 

Ｓ
Ｈ
福
田
健
太
主
将
は
「
対
抗
戦
の
優

勝
は
逃
し
た
が
、
大
学
日
本
一
の
チ
ャ
ン

ス
は
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
ワ
ン
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
と
話
し
た
。(

Ｗ
Ｅ

Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
記
事
よ
り
一
部
抜
粋) 

 

※
１
月
12
日(

土)

、
第
55
回
全
国
大

学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

決
勝
が
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
に
て
行
わ
れ
、

天
理
大
学
を
22:

17
で
下
し
、
22
大
会

ぶ
り
13
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

    
大
学 
日
本
一
!! 

 
          

 
 
 
       

  

   

一
、
百
草
園
寒
梅 

       

（
日
野
地
域
支
部
主
催
） 

・
日
時
：
２
月
24
日(

日) 

・
現
地
集
合
：
10
時
30
分  

・
申
込･

問
い
合
わ
せ 

伊
東
ま
で 

 
 
 
  (

携
帯) 080-3024-3070 

 

二
、
多
摩
支
部
地
域
支
部
対
抗 

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

・
日
時:

３
月
23
日
（
土
） 

・
場
所:

昭
和
記
念
公
園 

  

・
会
費
▼
ゲ
ー
ム
代
５
０
０
円 

 
 

▼
懇
親
会
費
３
，
５
０
０
円 

・ 

13
時
～
表
彰
式
及
び 

懇
親
会 

立
川
「
良
銀
」
に
て 

 

・
申
込･

問
い
合
わ
せ 

峯
岸
ま
で 

(

電
話) 042-374-4020 

(

メ-

ル)macky1965a@yahoo.co.jp 

 三
、
同
好
会 

◆
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
の
会｣ 

 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(

次
回
は
３
月
30
日) 

 
 

午
後
３
時
分
30
～
６
時
15
分 

・
場
所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会
費
：
500
円 

・
申
込･

問
い
合
わ
せ 

矢
場
ま
で 

(

携
帯) 090-8495-7331 

今 

後 

の 

事 

業 

計 

画 
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ビル群とヨットハーバー 

オーケストラの野外コンサート 

プライベート浮桟橋と 

ヨット 

(
メ
ー
ル)i-yaba@mx3.ttcn.ne.jp 

な
お
、
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日

時
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
ル
等

で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
麻
雀 

・
日
時
：
３
月
上
旬
予
定
10
～
17
時 

・
集
合
：
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅 

改
札
口
（
９:

50
集
合
） 

・
雀
荘
：
マ
ー
チ
ャ
オ 
多
摩
セ
ン
タ

ー
駅
徒
歩
３
分 

乞
田
川
沿
い
ビ
ル
５
Ｆ 

・
費
用
：
２
，
５
０
０
円 

（
内
訳 

場
代
１
，
５
０
０
円 

参
加
費
１
，０
０
０
円
） 

 

・
申
込･

問
い
合
わ
せ 

伊
東
ま
で 

 
 
 
  (

携
帯) 080-3024-3070 

        

一
、
西
カ
ナ
ダ 

 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
紀
行 

 
 
 

國
分 

篤(

Ｓ
46
商) 

 

昨
年
の
夏
に
２
週
間
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と

そ
の
近
郊
に
、
家
内
そ
し
て
娘
家
族
と
滞

在
し
ま
し
た
。
40
数
年
前
の
秋
に
新
婚

旅
行
で
来
た
町
。
そ
の
時
は
他
の
旅
程
も

あ
り
、
市
内
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
を
僅
か
一

泊
二
日
で
周
っ
て
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ト
が

あ
る
公
園
と
小
奇
麗
な
街
並
み
ぐ
ら
い
し

か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
、『
ト
ロ
ン
ト
、
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
次
ぐ
カ
ナ
ダ
第
三
の
都

市
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
都
市
圏
の
人
口
は
約

210
万
人
。
白
人
系
の
比
率
は
約
56
％
で

残
り
は
ア
ジ
ア
系
が
主
。
在
留
邦
人
は
約

３
万
人
。
内
陸
の
林
業
、
鉱
業
等
の
産
業

に
結
び
つ
く
港
湾
都
市
。
海･

山･

森
と
自

然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
は
「
世
界

で
最
も
住
み
や
す
い
都
市
」』
と
呼
ば
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
今
回
の
旅
行
の
一
番
の
目
的
は
、
娘
婿

の
友
人
ケ
ネ
ス
・

シ
ェ
氏(

以
降
ケ

ン)

が
指
揮
す
る

バ
ン
ク
ー
バ
ー
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
、
夏
の

夕
べ
の
野
外
演
奏

を
聴
く
こ
と
で
し

た
。 

 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
作
品
24｢

ポ

ロ
ネ
ー
ズ｣

か
ら
始
ま
り
、
幾
つ
か
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
の
間
に
映
画
Ｅ
Ｔ
の
テ
ー
マ

や
久
石
譲
の｢

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ｣

が
演

奏
さ
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
ラ
テ
ン
の｢

チ

コ
チ
コ｣

。
高
層
ビ
ル
群
に
面
し
た
海
岸

沿
い
の
広
場

で
の
入
場
無

料
コ
ン
サ
ー

ト
に
、
観
客

は
２
～
３
千

人
い
た
で
し

ょ
う
。
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
２
時
間

の
演
奏
を
大

い
に
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

翌
日
は
市
内
の
見
ど
こ
ろ
20
か
所
を

乗
り
降
り
で
き
る
ホ
ッ
プ
オ
ン
・
ホ
ッ
プ

オ
フ
と
言
う
バ
ス
の
１
日
券
を
買
っ
て
観

光
し
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
街
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
、緑
豊
か
な
ス
タ
ン
レ
ー
パ
ー
ク(

約

400
万
㎡)

等
、
広
く
は
な
い
市
内
で
す
が

見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
一
日
で
は
と
て
も
無

理
。
後
日
、
食
材
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
グ

ラ
ン
ビ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
、
郊
外
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
街
や
公
園
等
々
を
ケ
ン
や
彼
の

知
人
に
車
で
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
海
と
山
の
リ
ゾ
ー
ト

に
も
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

ず
海
の
リ
ゾ
ー
ト
。
西
側
ホ
ー
ス
シ
ュ
ー

ベ
イ
の
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
約
40
分
乗

船
し
て
ラ
ン
グ
デ
ィ
ル
港
に
到
着
。
そ
こ

か
ら
100

km
程
西
へ
続
く
海
岸
線
一
帯
を

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
と
呼
ぶ
と
の
こ
と
。

海
岸
線
が
入
り
込
ん
だ
湾
に
小
さ
な
集
落
、

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、
別
荘
が
点
在
し
、
ケ

ン
は
親
戚
と
共
同
で
こ
こ
に
別
荘
と
浮
き

桟
橋
を
所
有
。
そ
の
桟
橋
に
ケ
ン
の
知
人

(

日
本
人)

が
５
人
乗
り
ヨ
ッ
ト(

エ
ン
ジ

ン
・
ト
イ
レ
付)

を
泊
め
て
お
り
、
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
海
側
か

ら
見
る
海
岸
沿
い
の
別
荘
に
は
そ
れ
ぞ
れ

桟
橋
が
あ
り
、
大
き
な
ヨ
ッ
ト
や
ボ
ー
ト

が
繋
留
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
は
見
ら
れ

な
い
光
景
に
カ
ナ
ダ
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま

し
た
。 

 

次
は
山
の
ウ
ィ
ス
ラ
ー
。
バ
ン
ク
ー
バ

ー
の
北
120
キ
ロ
程
に
あ
り
、
２
０
１
０

年
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
が
行
わ
れ
た
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

の
憧
れ
の
地
。
夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
通

年
型
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
、
山
麓
の
町
ウ
ィ

ス
ラ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風

の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並
ん
で

い
ま
し
た
。
雪
が
な
い
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ

は
自
転
車
コ
ー
ス
と
な
り
、
山
頂
へ
の
ロ

ー
プ
ウ
エ
ー
に
自
転
車
が
何
台
も
積
ま
れ

て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ウ
ィ
ス
ラ

会 

員 

活 

動 

便 

り 
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ウィスラーヴィレッジの街並み 

ー
山
と
ブ
ラ
ッ
コ
ム
山
を
結
ぶ
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー(
全
長
4.4
キ
ロ)

の
ゴ
ン
ド
ラ
は
地

上
か
ら
436
ｍ
を
通
り
、
世
界
一
の
高
さ

と
の
こ
と
。

ゴ
ン
ド
ラ
か

ら
の
眺
め
は

抜
群
で
し
た
。

こ
こ
で
は
韓

国
系
の
方
の

大
き
な
別
荘

に
泊
め
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。 

 

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
近
代
的
な
都

市
に
変
貌
し
な
が
ら
も
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

で
暮
ら
す
人
達
は
、
周
り
の
恵
ま
れ
た
自

然
を
多
い
に
楽
し
ん
で
い
る
の
を
実
感
。

更
に
ア
ジ
ア
系
の
人
々
が
、
遠
く
離
れ
た

ア
メ
リ
カ
大
陸
で
そ
れ
な
り
の
ス
テ
イ
タ

ス
を
築
い
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
旅
行
で
は
経
験
で
き

な
い
旅
で
し
た
。
台
湾
系
２
世
の
ケ
ン
の

お
蔭
で
す
。
ケ
ン
、
あ
り
が
と
う
！ 

 
 二

、
全
国
校
友
大
会
の
思
い
出 

 

菊
池 

武
信(

Ｓ
42
経
営) 

明
治
大
学
は
、
都
道
府
県
持
ち
回
り
で

全
国
校
友
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昭

和
29
年
に
始
ま
り
平
成
30
年
で
54
回

を
数
え
、
校
友
会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
会
合
で
す
。
東
京
な
ど
首
都
圏

で
開
催
さ
れ
れ
ば
大
人
数
の
参
加
に
な
り

ま
す
が
、
地
方
大
会
で
も
平
均
1
千
名

前
後
の
校
友
が
参
加
し
ま
す
。 

私
は
、
こ
こ
数
年
は
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
過
去
８
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
熱

心
な
人
で
は
20
回
30
回
と
い
う
方
も
お

ら
れ
、
校
友
会
、
大
学
の
全
役
職
者
が
一

堂
に
会
す
る
一
大
記
念
式
典
で
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
が
、
本
稿
で
は
平
成
20
年
の
山
形
大

会
で
の
こ
と
に
触
れ
ま
す
。
こ
の
時
は
友

人
と
２
人
、
車
で
行
き
ま
し
た
。
日
曜
日

の
大
会
が
終
わ
り
、
翌
月
曜
日
は
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
観
光
地

を
見
て
回
り
、
大
半
が
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
か
仙

台
空
港
も
よ
り
の
場
所
で
降
車
し
ま
し
た
。

山
形
市
へ
帰
る
バ
ス
に
は
、
私
達
２
人
と

も
う
一
人
の
方
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
自
然
に
そ
の
人
、
Ｔ
さ
ん
に
話
し

か
け
ま
し
た
。
年
は
70
才
代
前
半
ぐ
ら

い
、
足
が
悪
い
よ
う
で
杖
を
お
持
ち
で
し

た
。
滋
賀
県
大
津
市
か
ら
明
治
大
学
が
懐

か
し
く
な
っ
て
、
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
参

加
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
短

い
時
間
に
語
ら
れ
た
話
は
ー
。 

中
学
を
卒
業
し
就
職
の
た
め
上
京
、
歌

舞
伎
座
前
に
あ
っ
た
日
の
出
寿
司
に
就

職
す
る
。
働
き
な
が
ら
定
時
制
高
校
へ
進

学
。
卒
業
後
に
明
大
法
学
部
２
部
に
入
学
。

途
中
で
１
部
に
編
入
。
卒
業
後
司
法
試
験

に
挑
戦
。
２
次
試
験
を
突
破
で
き
ず
法
曹

界
を
断
念
、
郷
里
大
津
に
帰
る
。
寿
司
屋

を
開
業
し
最
近
ま
で
働
い
て
こ
ら
れ
た
と

の
お
話
で
し
た
。 

頂
い
た
名
刺
は
「
坂
本
城
を
考
え
る
会

代
表
」
で
し
た
。
ち
な
み
に
坂
本
城
は
明

智
光
秀
の
居
城
で
す
。 

    

「
誰
で
も
す
ぐ
に
上
達
す
る 

写
真
の
撮
り
方
」 

 
 
 
 
 
 

今
村 

隆
正(

Ｓ
59
文) 

「
高
価
な
カ
メ
ラ
を
買
え
ば
良
い
写
真
が

撮
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

答
え
は
、
勿
論
ノ
ー
で
す
。
高
い
カ
メ

ラ
を
買
え
ば
良
い
写
真
が
撮
れ
る
な
ら
、

誰
だ
っ
て
そ
う
し
ま
す
よ
ね
。
最
近
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
も
ま
す
ま
す

高
性
能
化
し
て
い
ま
す
。
大
伸
ば
し
プ
リ

ン
ト
を
し
な
い
限
り
、
高
価
な
一
眼
レ
フ

で
撮
っ
た
写
真
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ

メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
の
区
別
が
つ
か
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
安
い
コ

ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
だ
か
ら
良
い
写
真
が
撮

れ
る
は
ず
が
な
い
と
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
だ
か
ら
こ
の
程
度
な
ん
て
思
わ
な
い
で
、

自
信
を
持
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
下
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ

ラ
で
も
十
分
素
晴
ら
し
い
写
真
が
撮
れ
ま

す
。 

次
に
示
す
作
例
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
一
眼
レ
フ
で
撮
っ
た
と
思
っ
た
」
と
言

い
ま
す
が
、
全
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
た
写
真
で
す
。 

        「
臭
い
写
真
は
ト
イ
レ
に
で
も
貼
っ
て
お 

け
！
」 

私
が
熱
い
想
い
を
抱
い
て
写
真
学
校

で
学
ん
で
い
た
頃
、
講
師
陣
の
口
か
ら
よ

く
飛
び
交
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。
勿
論
、

若
造
だ
っ
た
私
も
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
臭
い
写
真
っ
て
？
」
写
真
の
勉
強
を
始

め
た
頃
の
私
に
は
よ
く
分
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
臭
い
写
真
と
い
う
の
は
、
大
し
て
感

動
も
し
て
い
な
い
の
に
構
図
や
露
出
な
ど

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
い
わ
ゆ
る
小
細
工
ば
か

写
真
講
座
シ
リ
ー
ズ
② 
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薬 師 如 来 

作者 中 山 雅 雄 

り
を
使
っ
て
撮
っ
た
写
真
の
こ
と
で
す
。

こ
う
い
う
写
真
は
、
ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
は

す
ぐ
に
バ
レ
て
し
ま
い
ま
す
。 

大
事
な
こ
と
は
「
心
が
動
い
た
ら
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
心

が
動
い
て
い
な
い
の
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
て
い
る
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
日
常
的
に

続
け
て
い
る
と
心
が
マ
ヒ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
少
し
で
も
良
い
写
真
（
観
る
人
が
共

感
す
る
写
真
）を
撮
り
た
い
と
思
う
な
ら
、

や
は
り
心
が
動
い
た
時
に
撮
る
こ
と
で
す
。

ピ
ン
ト
や
構
図
や
露
出
の
こ
と
は
あ
ま
り

考
え
な
い
で
い
い
で
す
か
ら
「
心
が
動
い

た
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
」
と
い
う
意

識
を
高
め
て
み
て
下
さ
い
。そ
れ
だ
け
で
、

あ
な
た
の
写
真
の
質
は
格
段
に
違
っ
て
き

ま
す
。 

次
の
写
真
は
、
朝
の
出
勤
途
中
、
道
端

で
ほ
ん
の
１
分
く
ら
い
立
ち
止
ま
っ
て
撮

っ
た
写
真
で
す
。
雨
水
と
新
緑
の
清
ら
か

さ
に
心
が
震
え
た
の
を
今
で
も
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
自
分
は
何
に
感
動
し
た
の
か

を
意
識
す
る
こ
と
が
、
写
真
上
達
の
基
本

中
の
基
本
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
が

抜
け
落
ち
た
ま
ま
、
撮
影
機
材
や
テ
ク
ニ

ッ
ク
に
関
心
が
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
人

が
大
変
多
く
、
残
念
で
す
。
た
と
え
構
図

が
悪
く
て
も
、露
出
が
完
璧
で
な
く
て
も
、

感
動
し
て
撮
っ
た
写
真
は
必
ず
伝
わ
り
ま

す
。 感

動
す
る
心
で
楽
し
く
写
真
を
撮
り
ま

し
ょ
う
！ 

構
図
は
？
露
出
は
？
そ
ん
な

こ
と
は
後
で
い
い
！ 

ま
ず
は
楽
し
ん
で

下
さ
い
ね
！ 

次
回
か
ら
は
「
誰
で
も
す
ぐ
に
役
立
つ

撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と
題
し
て
、
技
術
の

話
も
少
し
ず
つ
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
「
感
動
し
た
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
た
写
真
」
を
沢
山
撮
っ
て
お
い
て

下
さ
い
ね
。
今
回
は
こ
の
辺
で
。 

      

一
、
水
彩
画
を
描
く 

シ
リ
ー
ズ
⑨ 

中
山 

雅
雄(

Ｓ
37
法) 

       

                               

    

新
規
入
会
者 

 
 

高
橋
伸
芳
Ｓ
47
工
・
石
渡
敏
夫
Ｓ
39
商 

磯
部
洋
子
Ｓ
38
法
・
加
藤
邦
男
Ｓ
39
工 

石
坂
朝
雄
Ｓ
42
法
・
安
中 

彪
Ｓ
41
農 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

退
会
者 

 
 
 
 

宇
治
博
貴
Ｓ
49
法
・
佐
野 

啓
Ｓ
49
経 

 
 
 
 

上
野
姫
香
Ｈ
25
法      

物
故
者 

 
 
 
 

鴫
原
昭
夫
Ｓ
28
政
経 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
逝
去
を
悼
み
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。 

会
員
数
84
名(

平
成
31
年
１
月
現
在) 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

未
納
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お

支
払
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

・
今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。 

う
が
い
、
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
！ 

・
休
眠
打
破
と
い
い
、
桜
の
花
々
も
寒
い

冬
を
乗
り
越
え
て
一
斉
に
咲
き
誇
る
と
か
。

鶯
が
泣
く
の
も
そ
ろ
そ
ろ
。
三
寒
四
温
を

繰
り
返
し
、
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

・
記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
希
望
を
。 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

趣 
 
 

味 
     

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉
⑫ 

 ①北アルプス 唐松岳 

撮影者 鶴 田 勇 雄(Ｓ37法) 

②ベニマシコ (神奈川県・宮ケ瀬) 

撮影者 矢 場 岩 男(Ｓ43商) 


